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日本は2020年までに温室効果ガス

を1990年比25%削減を目指すことを国際

的に表明した．この目標に向けて様々な努

力が社会に求められてくる．今年度の課題

は，情報通信技術の中で実世界を情報強化

するAugmented Reality (AR)と，測位技術

(GPS/GIS)を組み合わせて，温室効果ガス

削減に役立つシステム提案を募集する．

AR+GIS(GPS)によるCO2削減プロジェクト提案募集


